
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム悠遊荘             

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 ３０ 年 10月 ２５ 日（木）２時00分～３時００分 

参 加 者 議   題 

利用者       ２名 

利用者家族     １名 

地域住民の代表者  ５名 

市職員       １名 

民生委員      1 名 

地域包括支援センター職員  ０名 

事業所       ３名 

  

・活動報告  

・外部評価目的経過報告  

・質疑応答 

会    議    録 

平成 30 年度第４回運営推進会議報告書 

１、 挨拶   自己紹介 

２、 ９月、１０月の活動報告 

９月 

３日（月）   往診  

１２日 (水)  消防訓練（昼食準備中台所から出火を想定で訓練） 

１５日（土） M様浅井クリニック皮膚科受診 

１７日（月） 敬老会お赤飯を炊いてお祝い。ビンゴゲームをする。 

２６日（水） Ａ様しなのクリニック受診 

２７日（木） M様浅井クリニック皮膚科受診 

１０月 

１日 (月) 往診 

２日（火）  理容 

８日（月） M様家族の方と外出（お寺にお参りと外食） 

      Ｋ様 家族の方と外出〈森林公園の馬を見に行き人参を   

あげて楽しんで見えました。〉                 

 M様浅井クリニック皮膚科受診 

１１日（木）看護学生実習生３名 来荘 バイタルチェツク、季節の壁貼りの作品を利

用者の方と一緒に作ってくれました。入浴見学、 

入居者と散歩。  



１２日（金）看護学生実習生３名 ２日目 バイタルチェツク、紙芝居。個別で傾聴な

どして会話を楽しんでくれました。 

午後２時から地域のギターボランティアにも来ていただきカラオケと踊

りで楽しく過ごしました。 

    ３０日（火）マジックショーのボランティア方が来荘予定 

３０日（火）３１日〈水〉看護学生実習生の方３名 来荘予定 

３、＊事故報告 

９月２１日 15時 40分   （傷害） 

A様 居室ベッドにて汚染した衣類を交換しようとした時、左足のすねに傷があり   

出血しているのを発見する。 

４、身体拘束に関して 

現在拘束はＡ様家族の同意書をいただいていますが行っていません。 

（ご本人も座位を保て、現状は転落の危険は少なく見守りで対応可） 

５、職員研修 

９月８日  東別院でセミナー  １４：００～ １５：００ 職員 2名 

講師  小倉行雄先生 訪問グループ代表医師 

愛知県内の訪問診療に力を入れて見えます。 

＊  介護職場での必須 ！！ 

＊  医療の７つのポイント 

資料に基づいて学んできました。（別紙参照） 

９月１９日 瀬戸商工会議所内１４；００～ １5：００  職員 2名 

講師  丸山久美様 「働く人のメンタルヘルスケア」 

職場に於いてのストレスについて 

１０月１５日（月） やすらぎ会館１４：００～ １６：００ 職員 1名 

介護事業での働き方改革への対応 

１、 .現状の介護界の状況 

２、 介護事業での労働災害 

３、 行動改革による生産性向上 

（研修内容は別紙） 

瀬戸旭在宅医療介護連携推進協議会 

ＩＩｊ電子＠連絡帳への移行説明会 

      講師      奥田様 針谷様 

6, 外部評価目的達成経過報告 

地域の方の踊り、カラオケ、ギター演奏ボランティアの来荘 

看護学生の実習がありました。（実習後のアンケートは別紙にて報告） 

 

７、  質疑応答、意見交換 

  ＊ 社会資源の適用は瀬戸市のグループホームには差があるが、悠遊荘は地域をうまく巻 

き込んでいると思う。 



   ＊先々週のお祭りはお向かいの家が獅子元だったので子ども獅子に参加していただけ 

て良かった。高齢者との交流はこれからの子どもたちへの影響も考えて今後も参加し 

ていただきたい。 

   ＊自分は山口地区出身なのでお祭りは懐かしい。 

     自分の息子も横浜で同じ介護の仕事をしているが、現場に来たことがなく、怖いイ 

メージを持っていたが、カラオケボランティア来てみたら楽しかったので、これか 

らも続けたい。 

 


